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第一章 緒 言

り

余ハ婁二水銀石英燈 ヨ リ嚢起 スル2967A以 下

ノ短波長 ノ光ガ抗酸性菌 ノ登育ラ阻害 シ、就中
り ゆ

2536A,2654Aテ 中 心 トスル 光帯 ノ力最 モ強 キ

事及 ピ是等 ノ光 ハ太陽 ヨリ地上 二到達 セザル者

ナ レドモ、 日光 ハ猴強 キ殺菌力 テ有 スル事 ラ實

験的 二報 告 セ リ。弦 二於 イテ地球 二到達 スル太

陽輻射 テ種 々二分別 シテ其殺菌力 テ検索 スベキ

必要 テ見ル ニ至 レリ。
　

文獣 テ検 スルニYamieson{i⊃ ハ 日光 ニヨル殺菌

作 用ハ環境温度 ガ36度 以上 ナル 事 テ必要 トス

ト構 シタルモbArloing(Mハ 日光 ノ熱線 テ全 ク

去 リタル場合 ニモ日光 ハ尚殺菌作 用 テ有 スル ラ

以 テ殺菌 ♪・可硯部 ノ光二因ルペシ トシ、Buchner

{3}
,Cernovodeanu及t'Henri〔4},Janowski`5⊃,

Koltkar`6⊃ 等 モ殺菌力 ハ 熱 二無 關係 ナ リト唱《・

タリ。Ward(7,ハ 硝 子及 ピ石英分 光窺眞器 テ用

ヒ赤外、赤 、黄 ノ部 ノ光 ハ殺菌作 用 テ有 セザル

モ緑 ヨリ紫外 線 ノ部 ニハ著 明 ナル殺菌作 用 アル

事 テ謹明 シ、Bie(s,ハ 赤 外線以外 ノ 「スペク ト

ル」ノ凡テ ノ部分 二 殺菌作用 テ有 シ、其 作用 ハ

赤 ヨリ紫 二進 ムニ從 ッテ其 ノ作用強大 トナ リ紫

外線部 二至 リ其 ノ極 二達 ス1・シ、Dieudenn6(9)・

Krausecio},Billings及 ピPe《Skhamcm等 モ亦略

同檬 ナル成績 テ得 タ リ。 又DuelaipcCi2)ハ 日光

「スペ クトル」中可親部線殊 二青 ガ殺菌 的 ニハ最

強 ニ シテ赤外線及 ピ紫外 線 ノ殺菌力 ハ極 メテ徴

弱 ナル バ ナ ラズ赤外線 ニヨル温熱 ハ殺菌作用

二重要 ナル意義 テ有 セズ ト報告 セルモ、Wiesner

鋤 ハ 日光「スペ ク トル」ノ凡 テ ノ部 分 二殺菌 力 テ

有 シ最強 ナル ハ不可硯部線 即 チ赤外及 ピ紫外雨

線 ナ リトシ、Cbmelewskiaqハ 日光 ノ殺菌 力 ハ

光線拉 ピニ熱作 用 二依ル トナセ リ。Passaw15)

ハ赤 外、赤 、黄 緑 ノ光 ハ殺菌力 ナ 久 青、紫、

紫外 ノミ之 テ有 ス トシ、Dreyer(i6)ニ ョ レバ石

英板 テ透過 セル光ハ1分 間 ニテ菌 テ殺 スモ・硝

子板、5%硫 酸 「ニノケル」溶液(赤 、.榿、黄、緑、

青 テ通過 セシム)、 「クロー ム」酸加里溶液(赤 乃

至緑 テ通過 セ シム)、 重 「クロー ム」酸 加里溶液
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(赤乃至黄 テ通過 セ シム)テ 透過 セル光ハ夫 々10 ..叉 是 尊 ノ中抗酸性菌=就 イ テ實験 ヲ行 ヘ ルハ

分、10分4時 間以上、9時 間以上作 用 セザ レバ

殺菌力 テ示 サズ ト云ヘ リ。加藤"ηハ赤、黄、榿、

緑、青、藍、紫及 ピ白色 ノ絹布 二菌液 チ浸潤 セ

シ メ日光 二曝 ラ シタルニ白色絹布 昌浸潤 シタル

菌 ハ最 モ速 カニ死滅 シ、緑、 青、藍、紫色絹布

ノ菌 ハ之 レニ次 ギ
、燈、黄 色 ノ者 ハ第 三位 テ占

メ、赤 色絹布 ノ菌 ハ最 モ遍 ク死 セル ラ見,更 二是

等 ノ絹布 テ透 過 スル光線 ノ波長分布 ラ分 光器 ニ

テ測定 セルニ白色絹布 テ透過 スル光 ノ景 ハ最大

ニ シテ赤、燈、黄染 色 ノモ ノハ500μ μ以下 ノ波

長 ノモ ノテ殆 ン ド凡 テ吸牧 シ、之 レニ反 シ緑、

青、藍、紫 ノ各 色布片 二於 テハ幾分 ヅツ各波長 ノ

光 テ通過 セ シムル ヲ見テ,波 長500μ μ以下 ノ通

過 光 ノ量大 ナ レバ之 レニ附 シタル菌 ノ死滅 モ亦

愈i速カナ リ トセ リ。

然 ルニBayne-Janes'18}ハ 「タ ングステ ン」弧光

テ以 テセ ル 實験 三 テ296μ μ ヨリ以 下!短 波長

ノ光 二、又 日光 テ以 テセ ル 同様 ノ實験 ニテハ

350μμ以下 二殺菌力 ラ認 メタルモ可覗部 ノ光 ニ

ハ其力 ナ シ トシ、 岡働モ入工太陽燈 ノ可覗部 ノ

光 ニハ殺菌力無 シ トセ リ。且 ツ柳原 働 ハ青、赤

及 ピ黄色硝 子板 テ通過 セル日光 ヲ以 テ種 々 ノ細

菌 テ混入 セル色素溶液 テ照 射セルニ、各色硝子

透過 光 ノ殺菌作用 ハ細菌 ノ種類 一ヨ リ異 ナル事

テ謹 明 セ リ。要之細菌 二封 スル 日光 ノ殺菌作用

テ紫外線 ノミニ蹄 スル者、或 ハ可覗部及 ピ赤外

部 二重 キテ置 ク者、或 ハ光 ノ全波長 ニヨル トス

ル者等 ア リ。

Bayne・Jane8(助 等 ガ自 ラ癩 菌 卜醇 スル者=就 イ

テ行 《・ルモ ノ・他hハEidinOW及 ピ官木 ガ結

核菌 ラ用 ヒタル事 アル ノEナ リ。Eidinow(2t)ハ

結 核菌 ノ食盟水浮游液 ヲ10吋 ノ距離 昌テ10分

間水銀 石英燈 ニ テ照射 シタル彼勧物試験 昌テ菌'

ノ死 セル者 ラ鐙 セ リ。 彼 ・・更=2800-5720A

間 ノ 光ラ通過 セ シム ト鰐 セ ラル ・市販 ノVitaR

glas8ヲ 通過 セ シノテ以 テ水銀燈 ノ光 ヲ濾過 シb

其 ラ30分 以 上結核菌液h作 用 セ シムル時 ハ 菌

ハ死 スルモ 若 シ波長3300盈 以 上 ノ光 ノ こヲ通

過 セ シムル市販 窟硝子 テ用 ユル時 ハ其濾過 光ハ

60分 間作用 スルモ 結核薗 二 封 シテハ 殺菌的 二

無数 ナル ラ以 テ、水銀 石英燈 ヨリ嚢起 スル3300

蓋 ヨ リ長 キ波長 ノ光ハ殺菌 力 テ有 セズ シテ水鍛

燈 ノ光 ニヨル結核 菌殺菌現象 ハ3300孟 ヨ リ短

キ波長 ノ光 二因ル者 ナ リ トセ リ。本邦 ニテハ官

木⑳ ガ乳鉢 内 二可及 的薄 ク磨砕 塗布 セル結 核菌

テ青、赤、黄及 ピ無 色硝 子 ヲ透過 セル 日光 ニテ

照射 シタル後其等 ノ菌 テ動物 二接 種 シ、可硯部

ノ光 ト其他 ノ部分 ト ノ間 ニハ結核菌 二封 スル殺

菌 力 二相當 ノ差 テ認 ムルモ、殺菌 的 ニハ 日光紫

外線 ノ ミニテハ不充分 ニ シテ全1ス ペ ク トル」テ

利 用 スペ シ ト述 ベ タルヲ見 ル。

余 ハ是等 ノ文獣 テ検討 シテ其實験 操作 ノ上 二猴

批判 テ加 フベ キ貼 多 キテ知 リ、絃 二赤外線、可

覗部線、 紫外線 二分別 濾過 セル光 ラ以 テ抗酸性

菌 ノ圭要 ナル者 テ照射 セル實験 ヲ行 ヒ次 ノ如 キ

成績 テ得 タ リ。

第二章 實験方法

各種抗酸性菌 ノ0・2%浮 游液 ラ容 レタル内径約

1mmノ 石英試験管テSchott肚 製濾光硝子板

ニテ蓋 テナセル暗箱 二入 レタル者 テ快晴 ノ日、

日光及 ピ蒼室散射光及 ビ暗室内ニテ水銀石英燈

ノ光 テ以 テ照射 シタル後菌 二及ボス是等光 ノ影

響 テ培養基上 ノ菌 ノ褒育状態 ニテ検 シタリ。使

用 セル濾光硝子板ハ掲逸Jena市Schott肚 製

ノUG1(紫 色、厚サ2mm)、BG9(青 色、厚サ

1・6mm)、RG5〈 赤 色、厚 サ2mm)F、 市 販 ノ2

mmノ 厚 サテ有 スルVitaglass及 ピ普通 ノ憲硝

子板 ニ シテ1・6mmノ 厚 サテ有 スル 切 ロ青味 テ

帯 ブル者 ナ リ。是等 ノ濾 光硝子 板 ラ通過 スル光

二就 イテハ京大理學部 内田理學 博士 ノ検査 テ希

ヒ次 ノ如 キ成績 テ得 タ リ。

而 シテSchott肚 製硝子 ノ通過…李ハ同肚 ノ保謹

書 ニ ヨ レバ第2表 及 ピ下圖 ノ如 シ。
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第1表 濾光板 ヲ通過 スル光

<
＼＼

濾光板ノ痴 ＼ 良〃通過スル光 弱〃通過 勾レ光 甚弱ク沌過 勾レ光

UG1(紫) 4078A-2967A間 2925A、 瀟3A'一 「}冒
響_ 一 ▼ 一甲 一,

3352Al
-一 一・一_一_一_."_.1____一_____._

1
監,一

一 一

BG9(青)
4置

3650且 以上ノ畏波長光

RG5(赤) 6750且 以上ノ長疲頁晃一一

ヴイタ碕子 2967A以 上 ノ長波長光

醐

2925A、2893A、2804A

」

隆綴:1撒
憲 硝 子 3352A以 上 ノ長波長光1

}

3132 .盈
噛
1

李

第2表 濾光板 ヲ通過e)v光 ノ通過李

lUG1
BG9 RG5

波長(μの % 96 %

700 1。.㏄
1

0.91

644 0.78 0.00

578{ 0.90

546 0.93

509 0.94

480 0.92
1436} 0・881

405io.06 0・82}
366i・ ・831 0.66 1

334io・7310・14

3・2;

3・2i・ ・如i・ …

0・201
9

281」0.011!

DurchlassigkeitskurvenderFarb-utndFiiterg臓ser

鬼山e5tlmmtoDickenohne8erticksた 隔tl`uの8depReチ1賀ion5りG湘 鑓ε

余 ハ猫可覗部 ノ光 テ更 二小 サ ク匠劃 セ ンガ爲 ニ セ リ。 即 チ使用 セルモ ノハ 第3表(理 化學研究

理化學研 究所製 ノ「ウル トラジン」濾光板 テ使用 所 ノ使 用設 明書r依 ル)ノ 如 シ。

第3表 「ウル1・ラジソ」濾光板 ノ性能'

＼ ＼
＼種 別性 能 ＼
＼

第2號}第4號1第5號
徽 艶1黄 色 濃 黄 色

第6號
榿 色

第7號
赤 色

第8號
濃 赤 色

濾光板ノ吸牧ス
ル可親光線吸牧
最短波長A
l

紫色以下 臨 龍 以轡 壷謙糖
44004800 5100

紫 、青 、線 色

5300

紫 、青 、線 及 ビ

黄 色 ノー 部
5800

紫 、青、緑 、黄
及 ビ赤 ノー 部
6200

上 記 ノ11種 ノ濾 光 板 テ 「紫 」、 「青 」、 「赤 」、 「ヴ

イ タ」、 憲 、 「2號 」、 「4號 」、 「5號 」、 「6號 」、

●

「7號 」
、 「8號 」ト略 記 シ テ 煩 ラ避 ク.

第三章 實験成績

1・ 日光「スペ ク トル」中濾光硝子 テ通過 スル光

ノ殺菌力

既記 ノ如 キ條件 ノ下 二行 ヒタル實験 成績 ハ第4

表及 ピ爲眞1ノ 如 シ。

日光中 ノ種 々 ノ'濾光硝子板 テ通過 スル光 ニ ヨル

殺菌 力 テ第4表 二就 イテ比較 スルニ、 「ヴfタ 」

テ通過 スル光即 チ日光 ノ全 「スペ クトル」ニテハ

10分 間 ノ照射 テ以 テ シテ菌 二封 シ著 シク褒育

障碍 テ與へ、各種 結核菌及 ピ「チモ テー」菌 ハ30

分(5、6月 頃快晴 ノ日一ハ 牛型菌 ハ10分 間)!
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照射 ニテ死 スル テ見 ル。.

又3352λ 以 上 ノ長 波長 テ通過 セ シムル市販「窟」

硝子 テ用ユ レバ30分 乃至60分 ニ テ各種菌 ノ死

スルテ見ル。是等 ノ「ヴ ィタ」硝子及 ピ「憲」硝子

ノ實験 成績 テ比較 ス レ バ 時間的 二見 テ3300

ヨ リ短 キ波長 ノ紫外線 ノ殺菌力的 「tネ ルギー」

ノ等閑硯 シ得 ザル テ知 ルベ シ。

次 二Schott肚 ノBG9(「 青 」)ラ透過 セ ル可覗部

ノ光 ノミノ影響 テ見 ルニ普通窓硝子 ノ場 合 卜殆

ン ド同 ジク30分 乃至1時 間 ノ 照射 ニテ 各種結

核菌 テ死 セシメ、 「チモ テー」菌 ス ラ1時 間 ノ照

射 ニテ死 セルテ見 ル。 然 ル ー4047A-1リ 短 キ

波長 ノ紫外線 ノ ミヲ良 ク通過 セ シメテ可覗 部 テ。

通過 セ シメザルSchott肚 ノUG1(「 紫」)テ用

ヒタル場合 ニハ結核菌 ガ死 スルニハ1時 間 ラ要

シ「チモテー」菌 ハ1時 間 ノ照射 ニテ死 セザルラ

以 テ、 日光 ニ ヨル結核菌殺 菌力 ハ紫外線部 ヨリ

モ可視部 ノ光 ガ遙 二強 キテ見 ル。次 二赤外線 ノ

ミテ通過 セシムルSchott杜 ノRG5(「 赤 」)テ用

ヒタル實験 ニテ牛型 菌 ハ1時 間 ニテ死 セルテ見

ルガ故二赤外線 ト錐 モ其 作 用時間長 キ時 ハ殺菌

力 テ有 スル者 ト言 フベ シ。

弦 二本表 ラ通覧 スルニ何 レノ濾光板 ラ使用 セル

モ光 ノ殺菌作用 二外氣 ノ温度 ガ幾分影響 テ有 ス

ル ガ如 キ傾 向 アル テ看取 シ得 ラ レ、殊 昌濾 光硝

子RG5(「 赤 」)テ使 用 シ テ 各種 ノ菌 ガ ソノ褒育

テ阻害 セ ラル ・力 叉ハ 死 セ ル大 部分 ノ場合 ニ

ハ、常 二30分 乃至1時 間 ノ長 キニ亙 リテ 照射

ラ行 ヘル爲 二實験装 置 タル 暗箱 内 ノ温度 ガ40。

(鳥型 ニテハ36。)以 上 二上 リシ揚合 一 限 レル ヨ

リ見 テ、或 ハ環場温度一 自然 的 二可被検物 ノ温

度上昇 テ將來 スー ガ光 ニ ヨル殺 薗作 用 ノー條件

タリ得 ルニ非 ラザルヤヲ想像 セ シムルテ以 テ此

黙 二關 シテ ハ 狢別途 ノ研究 ラ他 日二期 セ ン ト

ス.實 二Treskinskaja(2"ハ 嘗 テ結 核菌 二就 イ

テ乾熱 ノ影響 テ検 シテ、外 ヨリ加 ヘ ラル ・熱輻

射 ハ關係 テ有 セズ トノ實験 テ行 ヒタル事 ア リ.

余 モ亦本實験 二使 用 セル ト同様 ナル菌浮游 液 テ

試験管 二入 レテ恒温 水槽 二浸 シタル後 培養試験

ラ行 ヒタル…、1時 間45度 以 下 ニテハ 菌 ノ叢

育障碍 テ認 メズ シテ、50度 二達 シテ漸 ク多少 ノ

黄育障碍 ラ蒙 ル 事 ヲ論 シ得 タ レ ドモ(附 圖窮眞

ll)'ntハ決 シア死 セザ リシ事 ラan'i得 タ リ。然 レ

ドモ第4表 ノ實験 一=テハ装 置内温 度ハ46度 以

下 ナ リ トで箱 内 ハ室氣 ナル ラ以 テ試験 管内 ノ液

温 ハ猫温 二E=昇 シ得ル ヲ以 テ、恒温水槽 ノ場合

トハ異 ナ リ余 ノ實験 ニテハ高温度 ノ長時間作 用

ハ菌 二封 スル磯 育障碍條件 タル事 テ考慮 スベ キ

事勿論 ナ リ。

1・ 濾光板 テ通過 セル蒼室散射光 ノ殺菌力

蒼 室 ノ色 ハ太陽輻射 ガ地球 二近 ヅキ室氣 ノ最 上

層 二入 リタル時 二波長 ノ短 キ者程強 ク散射 セ ラ

レテ生 ズル色 ナ レドモ、此最高室氣 層 卜地球 ト

ノ中間即 チ低室 ニテハ波長 ノ長 キ光ヲ含 ムヲ以

テ、吾人 ハ蒼空 ノ下 二立 ッモ狢多分 二種 々 ノ波

長 ノ光 テ含 ム弱 キ日光照射 テ蒙 ル ト解 スベ キ者

ナ リ。試 二快晴 ノ日二蒼空 ノ光 テ分光寡眞 トス

レバ附 圖寡眞 皿ノ如 キ「スペ ク トル」テ得。即 チ

殆 ド日光「スペ ク トル」二等 シキテ見 ルモ時 間 テ

基 準 トシテ寡眞感度 ヨ リ見 レバ日光 ヨリ甚 グ弱」

キ光タル事 テ知 リ得 ベ シ。

今 直射 日光 テ避 ケテ、唯蒼空 ヨリノ散 射 光 ノτ

ノ下 ニテ同一實験 テ行 ヒテ得 タル成績 ハ第5表

拉 ビニ附圖寓眞IV及 ビV二 示 スガ如 シ。

光 テ吸牧 スル事少 キ「ヴ ィタ」硝 子 テ以 テ散射 光

ラ遽断 スレバ、其濾過光 ニ ヨル1時 間牛 ノ達績

照射 ノ爲 メニ結核菌 ハ死 ス。若 シ散射 光テ直接

二作 用 セ シム レパ、余 ガ前 二實験 セル如 ク30分

乃至60分 ニ テ充分 ナルテ 以 テ「ヴfタ 」硝子 ノ

如 キ テ以 テ遽断 スルモ其散射 光 ノ殺菌 力ガ時間

的 二見 テ3分1二 減弱 セ ラル ・テ見 ル。又散射

光 ラ1紫 」ニテ濾過 セル紫外線及 ビ「青」p・・eテ濾過

セル可親部 ノ光 ニテハ共 二2時 間牛 ノ照射 ニテ

結核菌 ハ死 スルテ以 テ散射光 ノ紫外線及 ビ可i硯

部線 ト難 モ結核菌 二 封 スル 充分 ナル 殺菌力 テ

有 スル者 ト云 フベ シ。 抗酸性菌 ナ レドモ 「チモ

テー」菌 ハ 是等 ノ場 合 二多少 ノ褒育障碍 ラ蒙 レ

ドモ上記 ノ時間 ニテハ死 セズ。又 「赤」テ通過 セ
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第S表 散射光中濾光硝子板 ヲ通過匂 レ光 ノ股菌力

菌 株 名
＼ 照射時間

戯 板,鹸 ＼

「ヴ ィ タ」

紫

11i'

赤

2耽

4號

5號

陀

虻

蜀

勤

6

}
7

8號

口 日

一一1本 一・一一

鍛

字

ハ
箱
内

ノ
温
度

マ
倣
学

ハ
外
氣

ノ
温
痩

一

一

實験日及時刻

天空 ノ状態

屋 内 温 度

屋 内 温 度

氣 座

人型納核菌

了爵岬 縣

16、 一 七

十
16、 七 七

16、 一 七

柵

16、 一 ヒ

十十

16、 一 七

柵

16、 ・一 九

柵
16、 一 七

帯
16、 一 六

帯
16、 一 六

一

16、 一 八

1811V

17、 一 入

17、 一 八

17、 一 九

柵

十1

17、 一 九}21、

》

迅
帯

7
℃
一

7
、
一

-
土

-
轟

帯[

17、 一 八121、

柵1

17、 一 九:21、

11A.M.

快 晴

11-12

29-30

755

牛型納核薗
一 一}

i

塒画2劇 牛

lrチ モ テ
ー 」菌

『}

1時 間牛 2時間牛

}
-1-1⇔1+

馳

21,r三 墨L』 垂⊥i肱 三込2筑 塾
曙,

十
2乱 二 ・一一一 一一一一 一一

十 一
一
帯 柵

一t柵!十

2:3二r四 一127L壬 丞」27℃ 二 九
帯

21二 二=二_茎塾!土1巳L皿Li帯

十
27、 二 九

21、ニー 墨,二 五3玉 』 ≧L
帯

」弘_三 塵L
十什

21,二=一
曽一 耳 一

帯

21-一
も 曹 ・

十1柵 ・

2取 五識 二八匹 二L
州1;帯 ・ 州ト

23、 二 五27、 二 八,27,二 九
一〕}

帯 ト 柵 帯1帯

2璃 一12哉 瓢2気 二八 嘩 誠

21、 コr-
}一 叩雫一 一

21、制L

帯
2誤 五壷 」-2孔 入

2識 五以 地八12遵 入一
柵 柵 帯F冊

21、 ご 一23、 二 五27、 二 入127、 二 入

2411Vl1A.M.

____一 一一一 一 一 一

快 晴

91Vl1A。 肌

快 晴
㌧

一}}}-

13-18

噌一 一 一 一

24-15

-一 一一 一 一一

771.1

一 一 一

22-24

45--39

-一 一 一

754

ワレ散射 光即 チ散射 光中 ノ「赤外線」ノ連績2時 間

'牟 ノ照射 ラ蒙 ルモ結核菌 ハ螢育障碍 テ全 ク蒙 ラ

ズ。可視部 ノ光 テ更 二小 サ ク匠劃 セ ンガ爲 二用

ヒタル各種 ノ「ウル トラジン」濾光板 テ通過 セル

散射 光中4400A以 上 ノ長波長 ノ光 ラ通過 セ シ
●
ム ル「第2號 」テ通過 セル者 ハ1時 間=テ 菌 ノ壷

育 二梢1障 碍 テ與へ、2時 間牛 一テ著 シキ障碍

ラ與 フルモ、4800且 以 上 ノ長波長光 テ通過 セ シ

山 ル各種 ノ「ウル トラジン」濾 光板 テ通過 セル散

射 光 ニテハ殆 ン ド全 ク結核 菌ハ黄育障碍 テ蒙 ラ

ズ。 即 チ散射光中 ニテモ青以 下ガ緑以 上 ノ長波

長 光 ヨリ菌 ノ螢育 モ障碍 テ與 フル事強 キモ ノト

認 メザルベ カ ラズ。

;3.濾 光硝子板 テ通過 セル水銀 石英燈 ノ光 ノ殺

菌 力.

60「 ボ ル ト」、2「 ア ンペ ア」ノ電流 テ通 ゼル水銀

燈 ノ光 テ シテ 各種 ノ濾 光板 テ通 過 セ シメ15糎

テ距 テ ・菌俘游 液 二作用 セ シムルニ、 「ヴ ィタ」

チ通過 セル光即 チ水銀燈 ノ全「スペ ク トル」(2800

且 ヨ リ短 キ 波長 ノ光ハ甚 グ弱 キモ)一 ヨリテハ

各種結核 菌 ハ凡テ照射1時 間 ニテ死 ス。 然 ルニ

「紫」テ透過 スル紫外線 ノ ミ
、 「青」ラ透過 スル可

視部 ノ光 バ.「 赤 」テ透過 スル赤外線 ノ ミ、又

ハ「ウル トラジン」テ透過 スル各種 ノ混合色 光蔑

一テハ2時 間 ノ連績 照射 二及 プモ菌 ハ死 セズ
。

弦 二紫外線 バ 三テハ此 時間内 一ハ菌 ガ死 セザ

ル ハ余 ノ從來 ノ實験 トー致 セザル ガ如 キモ第1

表 二示 スガ如 ク之 バー 二特 殊硝 子 ラ通過 セル紫

外線 ノ「エネルギー」ガ幾分 ノ吸牧 ノ爲 二甚 グ減

弱 セ ラレ殊 二2800且 以 下 ノ短波長 ノ光 テ全 ク

通過 セ シメザル ニ因 ル者 ト考 へ得 ベ シ。Schott

肚 ノ濾 光硝子 各種及 ピ「ウル トラジン」テ通 過 ス
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ル水銀燈 ノ光 ニテハ距雌時間 ノ如何 二係 ラズ全 ク何等 ノ影響 ラ細菌 昌輿 ヘズ。

第6表 濾光硝子 ヲ通過tJV水 餓燈 ノ光 ノ穀菌力(光 源1・ノ距離15cm)

菌 株 名 人型結核菌 牛型結核菌 鳥型縞核菌
噌一}一 『}}}富 一 一 一 一

「チ モテ ー」菌

醜 遡嚇間
ノ種類＼＼

30分 1時 間 2時 間

一__}}■ 一 一

30分 1時 間 2時 間 30分1 1時 間 1時 間

騨一一一 一 一

2時 間

「ヴ ィ タ 」 十 一 一 十 一 一 十 コ 一 一

紫 柵 柵 特 帯 惜 十十 柵 帯 柵 帯

青 惜 柵 柵 榊 惜 匝 一 柵 柵 柵 柵

赤 帯 柵 柵 帯 柵1柵 柵 柵 帯 柵

2貌 惜 柵 柵 柵 柵1帯 帯, 惜 帯 柵

4號 惜 惜 榊 柵 帯1帯 柵i柵i 柵 1柵

、 い`

二f、
第四章 綿 括

1・ 可 覗部 ノ光 二就 イテ

日光 ノ「スペ ク トル」中可親部 ノ光 ノ ミテ通過 セ

シムルSchott肚 製 ノBG9(「 青 」)ラ以 テセル余

ノ實験 成績 ニヨ レバ第4表 二明 カナル如 久 日

光可覗部 ノ光 バ ・」ヨ リテ抗酸性菌 ハ登育 テ阻

害 セ ラレ又 ハ死滅 セ シメ ラル ・者 ナ リ。 殊 二

5,6月 ノ候快晴 ノ日ニハ人型、牛型及 ピ鳥型結

核菌共 二凡 ソ30分 乃i60分 ニ テ滅殺 セ ラレ、

余 ノ選 ベル抗酸性菌 中尤 モ強 キ「チモテー」菌 モ

1時 間 ノ願射 ニテ死 ス.又 此BG9硝 子 テ透過

セル蒼室散射 光即 チ散射 光中 ノ可覗部 ノ光 ト難

モ第5表 二見 ルガ如 久4,5月0ノ 快晴 ノ日二於

ケル實験 ニ ヨレパ人型菌 テ1時 間牛、牛型菌 テ

2時 間牛 ニテ殺 シ得 ルモ、 「チモテー」菌 バ バ
し

此時間 内三ハ死滅 セ シムル能 ハズ。 同 ジキ硝子

ラ透過 スル水銀燈 ノ光印 チ水銀燈 ヨ リ登起 スル

可睨部 ノ光 ニハ殺菌 力無 シ。 又理研 「ウル トラ

ジ ン」ハ高温 テ忌 ム爲 二直射 日光 ノ實験 ニテ「ス

ペ クトル」各色 ノ作用 ラ詳細 二 比較 スル テ得 ザ

リシモ、蒼室散 討光 テ4800A以 上 ノ長波長 光テ

通過 セ シムル各種 ノ「ウル トラジン」ラ通過 セ シ

メル實験 ニ ヨレバ可覗部 ノ光 ヲ部 分的 二結核菌

二作用 セ シムルモ2時 間牛以 内 ノ照射 ニ テハ菌

二何等 ノ作用 テ 與 ヘズ ト錐 モ4400盈 以 上 ノ長

波長 光テ通過 セ セムル 「ウル トラジン」第2號 テ

通 過 セル光ハ同時間内 一テハ菌 テ死 滅 シ得 ザル

モ著明 ナル螢育障碍 テ與 ヘ タ リ。

2.紫 外線 二就 イテ

5・6ノ 雨月快晴 ノ日一Schott肚 製UG1(「 紫 」、

2894A--4047A間 ノ光 ノミテ通過 セ シムルテ以

テ日光紫外線 西 シテ地球 二達 シ得 ル者全部 テ通

過 セ シム》硝子 テ使用 セル余 ノ實験 ニヨ レパ、第

4表 二見ルガ如 ク日光紫外線 バ ニ ヨリテハ鳥

型菌 ハ30分 、人牛 雨型菌 ・・30分 乃至1時 間 ニ

テ死滅 セ シメ ラル。 .

又 「チモテー」菌 ハ1時 間 ニテハ死 セズ。

此濾 光硝子UG1テ 通 過 スル蒼空散射 光即 チ蒼

空 ヨ リノ紫外線 一一一一ヨリテ、人牛 雨型菌 ハ2時 間

牛 一テ死 スルモ、 日光紫外線 二依ル ヨリモ2倍

以 上 ノ時間 ヲ要 スルテ見 ル。物理學 ノ教 ユル所

ニヨ レバ太陽 ヨリ直接 二地球 二達 スル紫外線量

ハ蒼室 ヨリ來 タル 紫外線量 ノ約90%二 過 ギザ

ル テ以 テ、若 シ光ニ ヨル殺菌 現象 ガ主 トシテ紫

外線 バ ニ因 ル者 トス レバ余 ノ實験 ノ揚合 二紫

外線 ニヨリ殺菌力 テ比較 シテ日光紫外線 ト蒼 室
、

紫外線 トノ間 一上記 ノ如キ太 ナル差異 テ生 ズベ

カラザルベキナレドモ事實 ハ上記 ノ如キテ以 テ

之 ヨリ見 レづ他 ノ條件例ヘバ被検物 ノ温度等 ガ

補助條件 タリ得 タルニ非 ラザルヤテ疑 ハザルテ

得 ズ。即 チ余 ノ蒼空散射線 ノ實験 ニテハ蔭 ニテ

行 ハレタルテ以 テ被検物 ノ温度ハ日光直射 ノ場

合 ヨリ常 二数度低 シ。
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災 二水銀 石英燈 ノ光ラ特殊硝 子 タルSchott肚

ノUG1ノ 如 け 通過 セ シムル時 ハ大部分 ノ塘

外 線 ラ通過 セ シメ得 タル モ之 昌 ヨリテ結峯亥菌 ハ

1:1光字結L夕玉線3NLi、rv5,…ヨ リノZ紫夕くト線 ノ實隙 鳥方全ケ

ル ト同一 ノ時間範 園内 ニテハ死 セズ。荒 シ之ハ

此硝 子 ガ2800Aヨ リ短 キ 波長 ノ光、 殊 二水銀

燈 ノ特 有螂線 タル2536A附 近 ノ光帯 テ 全 ク通

過 セ シメザル爲 ナ リ ト考 フルテ得。

3.赤 外線 二就 イテ

Schott祉 ノRG5ナ ル2mmノ 厚 サテ有 シ6750

Aヨ リ長 キ 波長 ノ 光 ノ こテ95%以 上通過 セ シ

ムル濾 光硝子 ラ通過 セ シメタルll光 赤外線 ノ連

績1時 間 ノ照射 ニヨ リテ牛型及鳥 型結核 菌 ハ死

ス。此際實験装置 タ ル 箱 内 ノ温度ハ 前者 ニテ

46℃ 以上、後者sテ ・・420C以 上 ナル事 テ要 ス。

然 ルニ余 ハ封照實験 トシテ菌液 ラ容 レタル試験

管 テ1時 間50℃ ノ恒温水槽 中 一 浸 シテ 菌 ノ死

セザル モ55℃"テ ハ菌 ノ死 スル事 テ謹 シ得 タ

ル テ以 テ、赤外 線 ノ實験 ニテ装 置 ノ環境温度 炉戸

46℃ 以 上=テ 菌 ノ死 スル ラ 見ルハ、 封 照實験

ノ水槽 中 昌テハ菌液 ガ50Cノ 恒 温 ナルモb大 無

中 ニテハ 外氣温度 ガタ ㌻《・46℃ ナル 場合=モ

試験管 内 ノ菌液 ハ 熱蓄積 昌 ヨリテ 温 度 ガ55℃

以k』 上昇 スル爲 ナ リ ト解 セザル ヲ得 ズ.不 幸

ニシテ内座1mmノ 誠験 管内 ノ液 混e詳 細 ∴検

シ得 ル ガ如 キ寒曜 計及 ピ代 ハ ルペ キ他 ノ検温装

置 テ有 ヒザ リシヲ遺憾 トスル者 ナ リ・

4.全 「スペ ク トル 。二就 イテ

更 二殆 ンド全部 ノ全 「スペ ク トル戸 通過 セシム

ル「ヴ ィタ」硝 子及 ピ 可視部及 ピ其 二 近接 セル

335μμ ヨ リ長 キ波長 ノ紫外線 テ通過 スル窓硝子

テ以 テ ヒル實験成績 テ綜 合 ス レパ、是等市販 ノ

硝 子 ラ透過 ス ル 日光ニ ヨ リテ結核 菌 ハ 多 クハ

30分 ノ照射 ニ テ 死 スルモ時 二1時 間 ノ照射 テ

要 スル事 アリ。然 レ ドモ赤外線 、可硯部及 ピ紫

外線 テ各別個 二作 用 セ シムル場合 二比 シテ其殺

菌時間 甚雄 キテ見 レパ全波長 ノ光 ノ共 同作用 ハ

「スペ ク トル」ノ部分的 ノ作用 ノ場合 ヨ リ潅 二殺

菌力彊大 ナリ ト云 フベ シ。

第五章 結 論

1.太 陽 輻射 中 ノ可覗部 ノ光ハ抗酸性菌 二封 シ

テ著 明ナル褒育障碍力及 ピ殺菌 力 テ有 シ其 力 ハ

紫外線部 ノ光 ヨ リ稽 賜星シ。而 シテ日射 ノ強 サ

及 ピ照射時 間 二關係 シ日射 ノ強 キ程 、作 用時間

ノ長 キ程殺菌力 張 シ。

2.冬 ヨリ夏殊 二日射 ノ強 キ5,6月 ニ ハ 市販

ノ憲硝 子テ透過 スル日光30分 ノ照射 ニ テ 各種

結核菌及 ピ「チモ テー」菌 ハ死 ス。

3.蒼 室 ヨリノ散射 光 モ亦人及 ビ牛型結核菌 二

封 シテ著 シキ殺菌 力 ラ有 スル者 ニ シテ、結核菌

ハ4,6月 ノ候屋外 ニ テ「ヴ ィタ」硝子 テ通過 ス

ル光ノ1時 間牛 ノ照射 ヲ蒙 レパ死 スル者ナリ。

又蒼室散射 光中 ノ紫外線又ハ可覗部 ノ光バ ノ

2時 間牛 ノ連績照射ニヨリテモ各種結核菌ハ死

スルモ赤外線 ノこノ時ハ同一時間内ニテハ菌ハ

全 ク影響 ラ蒙 ラズ。

4・ 水銀石英燈 ヨリ褒起 スル可覗部 ノ光ニハ殺
■

菌力 ナシ。

本實験 二際 シ種々 ノ便宜 テ與 ヘラレタル京大理

學部理學博士内田洋一君及ピ同僚伊藤昇君 二満

腔 ノ謝意テ表ス。
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